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（ 6 月29日～ 8 月 7 日）を開催し、早稲田大学が所蔵するチューリッヒ・ダ
ダの機関誌 DADA 全巻とツァラとピカソの詩画集『人間の記憶の限り』（De 
mémoire d’homme, 初版限定版、ピカソのオリジナルリトグラフ付）、ツァ
























































1936年 2 月から 8 月まで半年ほどヨーロッパ各国を旅したことは周知のとお
りで、この時の体験は『旅愁』（「社会学の勉強という名目」でパリに来た
「久慈」を主人公とする創作）、『欧州紀行』などに反映されているが、その
横光がモンマルトルのアヴニュー・ジュノー 15番地（15 Avenue Junot）
に建つアドルフ・ロース設計のツァラ邸を岡本太郎の案内で訪問したのは、























































































　キャバレー・ヴォルテールは1916年 6 月頃には幕を閉じて、その直後の 7
月14日にツァラは第一回「ダダの夕べ」で最初のダダ宣言「ムッシュー・
アンチピリンの宣言」（Manifeste de Monsieur Antipyrine）を朗読するが、
この「宣言」には同時期の演劇作品「アンチピリン氏の第一回天上冒険」
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がって、ダダ詩集の代表作である『詩篇25』（1918）冒頭の Le Géant blanc 






































































　1920年 5 月のフェスティヴァル・ダダから21年 5 月のモーリス・バレス裁









































































































ÉGYPTE FACE À FACE）のあたりからである（12）。このダダイストは冒頭
で「太陽よ、人間の最初のたとたどしい語りがおまえを名づけるために言葉
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の束となって編まれた。…すべての道はおまえ、太陽につうじている」と書
き、古代エジプトの壁画と現代の遊牧民の写真を並べたページでは、現地の













































ラと l’Art nègre の結びつきの全容を概観してきたが、ダダ以前にも、ピカ
























かであり、それが人類 humanity の完璧なシンボルなのだ」（What is a 
body, a human body? It’s a column!...It’s something linear and mystical, 









Femme qui marche」（図 1 ）はブロンズ製のヌードだが、頭部と両腕が欠
けているために人体としての全体性がなく、わずかに開いた両脚だけが「歩






























版②のテクストには Art nègre の「芸術」からの切り離しとも読み取れる
重大な変更が見つかる。つまり、詩人は「ゾーン」末尾の数行を以下のと
おり書き換えているのである（引用は Michel Décaudin, LE DOSSIER D’
«ALCOOLS», DROZ, MINARD, 1965による）。
①1912年12月『ソワレ・ド・パリ』（Les Soirées de Paris） 11号初出：
お前は歩いてオートゥイユに向かう
オセアニアやギニアの物神たちの間で眠るために




































か ら だ（16）。IL ÉTAIT UNE FOIS, IL Y AURA UNE FOIS. Surréalisme 
et insurrection lyrique（「かつてあったこと、それはこれからも起こるだ
ろう　シュルレアリスムと抒情による蜂起」）と題されたこの講演で、二十



























（ 1 ） トリスタン・ツァラ著『ムッシュー・アンチピリンの冒険　ダダ宣言集』（塚
原史訳、光文社古典新訳文庫）。
（ 2 ） 同上書および塚原史著『切断する美学』（論創社）参照。
（ 3 ） Tristan Tzara, ŒUVRES COMPLÈTES, TOME 6 （Flammarion）.
（ 4 ） 「厨房日記」は『機械・春は馬車に乗って』（新潮文庫）などに収録。ウェブサ
イト「青空文庫」でも検索可。
（ 5 ） フランソワ・ビュオ著『トリスタン・ツァラ伝』（塚原史、後藤美和子訳、思
潮社）。
（ 6 ） André Breton, ŒUVRES COMPLÈTES TOME 3 （Gallimard）.
（ 7 ） Tristan Tzara, ŒUVRES COMPLÈTES, TOME 1 （Flammarion）.
（ 8 ） 同上書
（ 9 ） ツァラ著『ムッシュー・アンチピリンの宣言　ダダ宣言集』（前出書）。
（10） TRISTAN TZARA, ŒUVRES COMPLÈTES, TOME 1 （Flammarion）.
（11） Maurice Nadeau, HISTOIRE DU SURRÉALISME suivie de DOCUMENTS 
SURRÉALISTES （Seuil）.
（12） Tristan Tzara et Étienne Sved, L’ÉGYPTE FACE À FACE, La Guilde du 
Livre, Lausanne. 
（13） ビュオ著『トリスタン・ツァラ伝』（同上書）。
（14） ARTS PRIMITIFS. COLLECTION TRISTAN TZARA, Guy Loudmer, 
1988, ARTS D’AFRIQUE ET D’OCÉANIE, Sotheby’s Paris, 2015（オークショ
ンカタログ）及び関連ウェブサイト他。
（15） 筆者は2016年 9 月ボストン美術館訪問（図版の写真もその時に撮影）。
（16） 以下の邦訳はアニー・ル・ブラン氏から筆者に送られた講演原稿による。
